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「おいしい～な」～今日は楽しい米飯です－（浅木小学校給食の時間5月29日）

＊　6　月　の税金＊

町　　県　　民　　税（第1期）納期限　6月30日出まで
こ　の社会　　あ　な　た　の税　が　　生　き　て　い　る
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不安定な　風で地槍をゆきぶるような

土塊をと　大木を切る
リ去る 　水路の掃除をする ヽ 詳 二三： ノ‘撥、醗 ！ ．鬱金 

崩れそうな箇所 に木や板の棚や � � 

擁壁をする ��修理補強をする 

ビニール等で、かけを覆　雨水などを、かけに流さ
い、雨水の浸透を防ぐ∴∴ないよう（こ水路を作る

水害などの緊急避難場所
葵 �中 央 �広瀬 道広 �若 菜 ム 口 �松 し �木 �旧 停 �東 �新 町 �遠 �老 良 �東 �浅 木 �西 �上 別 府 �虫 �A 古 賀 �別　府 �尾 崎 �鬼 �若 松 �島 �区 

馨 ��富　源 ��本 �守 ��町 ��賀 川 ��和 苑 ��町 ��生 津 ��千別 代 丸府 ��津 ��津 �分 

芙 �広 �道　広 �霊 �松 �木 �旧 �東 �遂 �遠 �老 �浅 �浅 �西 �上 �虫 �A �千　別 �尾 �鬼 �若 �島 �第 1 � 

蓉 公 �波 公 �古漬 公公 �園 事 務 i 霊 園 �ノ 本 公 �守 公 民 館 遠 賀 �停 公 �町 公 民 館 東 �賀 Iii ノヽ �賀 川 公 民 館 遼 �良 公 �木 公 民 館 �木 公 �町 公 民 館 西 �別 府 ′ヽ �生 津 公 民 館 虫 生 �古 賀 ノ＼ �緯 館館 千老 �崎 公 �津 公 民 館 �松 公 �津 公 民 館 

民 館 実 務 �民 館 �民民 館館 ��民 館 ��民 館 ��■ヽ 民 館 ��民 館 ��民 館 ��二、 民 館 ��二、 民 館 ��民 館 ��民 館 ��避 難 �避 難 場 

遠 賀 �遠 賀 ��遼 ��老 ��遠 �� �� ��遠 賀 ��老 ��尾 ��遠 賀 中 学 校 ��第 2 避 難 

s 公 民 館 �中 学 校 �中 学 校 �事 惰 �賀 中 学 校 �南 中 学 校 �人 憩 の 家 �町 公 民 館 �賀 中 学 校 �賀 中 学 校 �○ �S �○ �町 公 民 館 �南 里 子 校 �津 公 民 館 �人 憩 の 家 �姓 氏の 館家i �崎 公 民 館 �S �� ��所 

＜説　明＞　第1避難は部分的災害が発生した場合は近くの公共施設等に一時収容する。

第2遊離は、速靖IiI、西IiI捏防溢水、決壊等最悪の非常亦態が発生した場合収容する。

非常時の連絡先　遠賀町役場総務課　℡293－1234
救急は局番なし119番

あ
な
た
の
住
ん
で
い
る
と
ご
ろ
は

梅
雨
は
間
近
か

安
全
で
す
が

今
年
も
梅
雨
の
時
期
を
迎
え
ま
す

が
、
ゐ
な
た
の
水
害
に
対
す
る
備
え
は

で
き
て
い
ま
す
か
。

縮
雨
は
、
長
雨
や
集
中
豪
雨
な
ど
に

よ
っ
て
地
盤
が
ゆ
る
み
、
が
け
崩
れ
や

地
す
べ
り
が
発
生
し
や
す
く
な
り
、
詩

に
最
近
で
は
宅
地
の
需
要
増
な
ど
か
ら

危
険
な
か
け
の
近
く
や
山
林
を
開
発
し

た
造
成
地
に
家
を
建
て
る
こ
と
が
多
く

な
っ
た
た
め
に
、
人
家
へ
の
影
響
が
多

く
な
り
ま
し
た
。

遠
賀
町
で
は
、
栴
両
時
期
の
水
害
を

防
ぎ
、
ま
た
住
民
の
被
害
を
最
小
限
に

く
い
止
め
る
た
め
、
各
関
係
機
関
が
集

ま
っ
て
水
防
計
百
を
た
て
て
い
ま
す
。

災
害
に
あ
っ
た
と
き
の
緊
急
避
難
場
所

は
、
ゐ
な
た
の
家
庭
で
も
〝
い
ざ
．
と

い
う
と
き
に
備
え
て
話
し
合
っ
て
お

き
、
あ
わ
て
ず
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

漢
簡
単
な
防
災
活
躍

●
水
路
を
掃
除
す
る
。

●
雨
水
な
ど
を
か
け
に
流
さ
な
い
よ
う

に
水
路
を
作
る
。

●
風
で
地
盤
を
ゆ
さ
ぶ
る
大
木
を
切

る。
●
不
安
定
な
土
塊
を
切
り
と
る
。

●
木
や
板
の
柵
や
右
横
を
す
る
。

●
ビ
ニ
ー
ル
等
で
か
け
を
凄
い
雨
水
の

浸
透
を
防
ぐ
。

●
絶
造
物
の
異
常
は
修
理
補
強
す
る
。
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．烹壷認識
缶一　二・′∵∴－、

広
波
小
学
校

島
門
小
学
校

宮
　
本
　
裕
　
矢
　
　
浅
木
小
学
校

い
ま
む
ら
　
え
み

広
波
小
学
校

は
ま
さ
き
た
か
し

父
の
日
に
感
謝
を

6
月
1
7
日
（
日
）

両
線
き
ん
あ
り
が
と
う

日
ご
ろ
の
お
父
さ
ん
の
ご
苦
労
を
い

た
わ
り
、
父
の
愛
に
感
謝
を
こ
め
て
各

小
学
校
の
一
年
生
に
一
一
名
づ
つ
、
お
父

さ
ん
の
似
顔
絵
を
書
い
て
も
ら
い
ま
し

た。

ふ
じ
い
　
あ
き
こ

島
門
小
学
校

も
ん
じ
　
ち
は
る

浅
木
小
学
校

む
ら
た
　
さ
と
し
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0（窒

▽▽▽　　　　▽
主主揚　　　日

管催所　　　時

心身障害児巡回教育相談
心身に晴害をもっていろお子さんの、現在の状

態を正しく理解していただき、子供の能力や適性
が十分に伸ばせるように、就学前のお子さんの保

護者を対象として、教育相談が行われます。今回
の相談は、心身に障害をもったお子さんのしあわ
せを願って開くもので、専門の先生方によって個

別に相談を行います。

＞日　　時　昭和59年7月26日（木）10時から

＞場　　所　八幡西区別松三丁目7－1
福岡県八幡総合庁舎（第2会議室）

＞相談内容
o日常の家庭生活で困っていろ問題

。子供の精神発達、発育障害に関する問題
o入学に関する問題など

＞申込先　遠賀町教育委員会学務諌

＞その他

相談人数が限られていますので早目にお申し込
みください。

相談を申込まれた方には、後日日時を連絡しま
す。（料金無料）

o
 
O
第
2
回
遠
賀
町
民
体
育
大
会
O
o

次
の
日
程
で
、
卓
球
と
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
各
競
技
大
会
が
関
か
れ
ま
す
。

町
民
の
み
な
さ
ん
多
数
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

卓
　
球
　
競
　
技

▽
日
　
時
　
昭
和
5
0
年
6
月
2
4
日
（
目
）

受
付
9
時

開
会
式
9
時
0
0
分

▽
場
　
所
　
広
漠
小
学
校
体
育
館

▽
主
　
催
　
遠
賀
町
卓
球
協
会

教
育
委
貝
会

▽
競
技
内
容
。
シ
ン
グ
ル
ス
一
般
男

子
・
同
女
子
（
中
学
二
年
生
以
上
）

初
心
者
男
子
・
同
女
子
、
小
学
生
A

（
五
・
六
年
男
子
）
・
同
B
（
五
・

六
年
女
子
）
・
同
C
（
四
年
以
下
男

子
）
。
ダ
ブ
ル
ス
　
男
子
の
郭
、
女

子
の
部

▽
参
加
料
　
二
百
円
（
小
学
生
無
料
）

▽
参
加
締
切
　
6
月
1
6
日
ま
で

▽
申
込
先
　
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技

昭
和
約
年
6
月
2
4
日
（
日
）

開
会
式
9
時

競
技
開
始
9
時
0
0
分

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

体
育
協
会
・
教
育
委
員
会

遠
賀
町
バ
ド
、
く
ン
ト
ン
協

会

恩
給
の
加
算
改
定
請
求
は

お
済
み
で
す
か

現
在
、
恩
給
を
受
け
取
っ
て
い
る
六

十
歳
以
上
の
方
（
六
十
歳
未
満
の
要
子

や
傷
病
恩
給
受
給
者
な
ど
を
含
む
）
　
の

恩
給
年
額
を
計
算
す
る
と
き
に
、
実
際

に
勤
務
し
た
年
数
に
戦
地
勤
務
な
ど
の

特
殊
な
勤
務
を
行
っ
た
場
合
の
在
職
年

の
割
り
増
し
年
数
（
加
算
年
）
を
算
入

し
て
い
ま
す
。

こ
の
加
算
年
の
算
入
を
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
恩
給
年
額
が
増
額
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
昭
和
四
十
八
年
十
月

一
日
以
前
に
恩
給
を
裁
定
さ
れ
た
方
で

ま
だ
こ
の
加
算
年
算
入
の
話
求
手
続
を

し
て
い
な
い
方
は
、
退
職
当
時
に
つ
と

め
て
い
た
役
所
（
旧
軍
人
関
係
の
方
は

本
籍
地
の
あ
る
都
道
府
県
の
旧
軍
人
恩

給
担
当
課
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ゴ
　
ミ
　
の
　
な
　
い
美
し
　
い
　
町
に

－
　
広
波
小
学
校
の
児
童
通
学
路
の
ゴ
ミ
拾
い
を
す
る
　
－

五
月
二
十
六
日
、
広
漠
小
学

校
の
児
童
達
が
「
ゆ
と
り
の
時

間
」
を
利
用
し
て
通
学
路
の
ゴ

ミ
拾
い
を
し
ま
し
た
。

開
校
以
来
、
牢
に
数
回
実
施

し
て
い
ま
す
が
、
以
前
軽
ト
ラ

ッ
ク
三
台
分
に
も
な
っ
た
ゴ
ミ

が
今
日
は
一
台
あ
ま
り
。

児
蛋
達
は
、
「
せ
っ
か
く
美

し
く
な
っ
た
通
路
で
す
。
み
な

さ
ん
．
コ
ミ
を
道
路
に
捨
て
な
い

で
く
だ
さ
い
」
と
話
し
て
い
ま

す。
町
民
の
み
な
さ
ん
、
道
路
を

美
し
く
し
ま
し
ょ
う
。

▽
競
技
内
容
。
シ
ン
グ
ル
ス
　
男
子

A
・
B
級
、
女
子
A
・
B
級
。
ダ

ブ
ル
ス
　
男
子
A
・
B
級
、
女
子
A

B
級
（
三
年
未
満
の
初
心
者
は
単
、

複
と
も
B
級
）

▽
参
加
料
　
無
料

▽
申
込
締
切
　
6
月
1
8
日
ま
で

▽
申
込
先
　
広
瀬
勇
夫

舘

（

2

9

3

）

2

1

6

5

久
参
加
し
ま
せ
ん
か
＞

時
　
昭
和
5
0
年
6
月
1
3
日
（
水
）

1
6
日
（
土
）
・
2
0
日
（
水
）
鑓

日
（
土
）
の
四
日
間

1
9
時
0
0
分
－
2
1
時
0
0
分

所
　
広
渡
小
学
校
体
育
館

卓
球
教
室
を
開
き
ま
す

▽
対
　
象
　
小
学
生
以
上

▽
申
込
先
　
当
日
直
接
会
場
へ
お
い
で

く
だ
さ
い
。

な
お
ラ
ケ
ッ
ト
、
シ
ュ
ー
ズ
は
各
自

持
参
の
こ
と
。



（5）　虚⑱西他幼

ハーモニカおじさん

遠賀園を慰問
長崎県佐世保市の福島秀治さんが、親孝行をしたい

時には、親はなし、身聾わり孝行をしだいといわれて

日本全国の老人ホームを訪問されています。このほど

遠賀国にこられて6謡のハーモニカをみごとに使い、

20敷地の軍歌や童謡を吹奏され、おじいちゃん、おば

あちゃん遠は、しばし過ぎ｝こ苦の想い出にひたら九、

またナツメロの曲に合せて踊られるなど楽しいひとと

きをすごされました。

正風鵡鹿愈庄腫 　　潮間回頭圃図書漢 

＼　乎 

▼イ 一認脳騒溺閣闘 
：： �醤蕊／浄血 �／＼流 会ニー／ �（ 、＼言 ∴，」 

江。∴　‾‾二三請　瑳 �� 

／＼a／…敦二義琵謎 　　熊， �∴∴ �議題醗轟 

6月15日から3種類を発売

閣図
－遭賀川郵便局－

「火遊びは絶対にしません」
－遠賀川保育田で防火訓練－

5月14日、園児達に火の恋しさを知ってもらい、同時に先生

達も消火器の使い方を知ってもらおうと、遠賀川保育園で防火

訓練が行われました。

遠賀郡消防署の職員から指導を受けて、「消火．′」。園児達

は消火器の舞いにピックリしていましたが「火は恐しいから火

遊びなんかしません。火事になったら大変だもん」と、認説を

新たに約束しあいました。

（ヽ曇検閲一　m踊l凹地鰯譲二迂短観騨 ����高）、ゝ 

＼／蒲 �露轡守‾二三 �Ⅳ‾「TT‾ 十1－－－ ��） t g脳．監灘 �� �管 ∴∵ � 
○○ 

甲蛸畢謹撰「∵ i 

晴
天
に
恵
ま
れ
た
五
月
二
十
日
、
最

年
長
八
十
三
歳
、
最
年
少
四
歳
と
い
う

幅
広
い
層
の
約
二
百
人
が
参
加
し
て
、

第
六
回
町
民
ハ
イ
キ
ン
グ
が
盛
大
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

昨
年
、
遠
賀
山
友
会
の
皆
さ
ん
の
努

力
で
完
成
し
た
馬
頭
岳
ハ
イ
キ
ン
グ
コ

ー
ス
を
今
回
は
千
代
丸
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
て
馬
頭
岳
、
権
現
と
回
る
ル
ー
ト
を

と
．
り
ま
し
た
。

新
緑
の
匂
い
に
包
ま
れ
て
山
つ
つ
じ

の
花
の
中
を
小
鳥
の
さ
え
づ
り
を
聞
き

な
が
ら
登
る
コ
ー
ス
は
最
高
の
気
分
で

した。山
頂
で
待
望
の
弁
当
を
開
き
、
昼
食

の
あ
と
歌
や
ゲ
ー
ム
で
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

今
後
も
こ
の
コ
ー
ス
を
、
家
族
や
、

グ
ル
ー
プ
で
お
お
い
に
利
用
し
た
い
も

の
で
す
。

福
岡
県
職
員
採
用
試
験

（
上
纏
・
中
級
）

▽
試
験
日
　
昭
和
5
0
年
7
月
1
5
日
（
日
）

▽
受
付
期
間
　
6
月
Ⅱ
日
－
2
3
日

▽
穂
　
類
。
上
級
（
行
政
、
学
校
専

務
、
社
会
福
祉
、
土
木
、

建
築
、
農
業
、
農
薬
土
木

林
業
、
畜
産
、
水
産
、
獣

医
師
）
　
o
中
級
（
農
薬
）

採
用
予
定
数
、
受
験
資
格
、
試
験
の

方
法
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
福
岡
県

人
謡
委
貝
会
事
務
局
任
用
課
任
用
試
験

係
　
舘
0
9
2
（
6
4
1
）
3
8
8
3

へ
ど
う
ぞ
。 暑

中
見
舞
ハ
カ
キ
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‾　彊豊国

圏圏圏圏

交通事故のご椙談

お気軽Iこどうぞ

無料でご椙談に応じております

午前9時単一牛後4館的分〈平日）

土曜日は正午まで（第2土曜日は休みます）

⑧専門の相談員が親身になって相識に応じます

◎弁護士組薮日　毎遇金曜日午後1時－4時

社団法人　日本損害保険協会

小倉自動車保険議求相談センター

北九州市小倉北区紺屋町9－1

明治生命小倉ビル8陪　小倉調査事務所内

か003－521－2140（直通〉　003－軸1－1531

電話のご相談もお受けします

締
緑
諒
諏
澄
認
進
講
喘
諒
⑦
諒
詰
詰

、
、
く
i
・
メ
i
・
－
・
ヾ
Y
す
く
ヽ
も
ノ
〇
、
、
／
ぐ
、
主
、
i
く
）
ト
‘
ヽ
き
／
i
i
t
，
－
、
ヽ
ヽ
、
、
’
、
、
く
′
ノ
、
、
ヽ
ヽ
～
i
く
、
‘
ヽ
ヾ
、
、
・
d
Y
‖
ヽ
で
く
、
〔
）
．
”
～
o
h
～
く
ノ
、
“
6
、
l
ち
÷
審
ヂ
ふ

人
間
に
と
　
っ
　
て
水
と
は

人
間
に
と
っ
て
水
と
は
何
か
、
難
し
い
理
論
で
な
く
で
気
軽

な
話
題
を
い
く
つ
か
お
と
ど
け
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
少
し
で

も
知
識
を
ふ
や
し
て
、
新
し
い
水
道
の
イ
メ
ー
ジ
を
作
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

六
五
％
が
水
分
で
す
。

水
さ
え
飲
ん
で
い
れ
ば
二

十
日
や
三
十
日
は
食
物
な
し

で
生
き
ら
れ
ま
す
が
水
を
飲

ま
な
い
と
せ
い
ぜ
い
十
日
ぐ

ら
い
し
か
生
き
ら
れ
ま
せ

ん。⑥
体
の
中
で

の
水
の
役
割

水
は
人
間
の
体
が
要
求
す

◎
水
道
と
は

水
道
と
い
え
ば
、
す
ぐ
じ
ゃ
ロ
を
思

い
出
し
ま
す
が
「
水
道
と
は
何
か
」
を

正
確
に
答
え
て
く
れ
と
た
ず
ね
ら
れ
る

と
困
る
も
の
で
す
。
少
し
難

か
し
く
な
り
ま
す
が
、
水
道

と
は
「
人
間
の
飲
用
に
適
す

る
水
を
供
給
す
る
施

設
の
総
体
」
を
い
い

ます。

◎
特
異
な
水
の
性
質

水
は
時
と
場
所
に
応
じ
て
三
つ
の
顔

を
も
っ
て
い
ま
す
。
固
体
と
し
て
の

氷
、
液
体
と
し
て
の
水
、
気
体
と
し
て

の
水
蒸
気
で
す
。

い
つ
も
見
な
れ
て
い
ろ
水
で
す
か
ら

あ
た
り
ま
え
と
思
っ
て
い
ま
す
が
物
質

の
世
界
で
こ
ん
な
変
わ
り
も
の
は
他
に

見
あ
た
り
ま
せ
ん
。
日
常
生
活
の
中
で

扱
う
湿
度
と
圧
力
の
範
囲
で
水
が
同

相
、
液
相
、
気
相
の
三
つ
の
椙
に
渡
っ

ポ
タ
ポ
タ
も
二

◎
蛇
口
か
ら
の
漏
水
の
場
合

・
ポ
ク
ボ
タ
落
ち
る
種
皮

一
時
間
で
1
リ
ッ
ト
ル

一
カ
月
で
浴
柵
4
杯
分

・
糸
状
と
な
っ
て
出
る
場
合

一
カ
月
で
治
績
2
9
杯
分

こ
の
よ
う
に
少
し
の
水
で

も
時
間
が
た
で
は
相
当
の
丑

に
在
り
ま
す
。

水
は
つ
く
ら
れ
る
も
の
で

す
。
限
り
あ
る
資
源
を
大
切

に
使
い
ま
し
ょ
う
。

て
存
在
す
る
こ
と
は
ま
さ
に
特
異
な
こ

と
で
す
。一

般
の
物
質
は
温
度
が
低
く
な
る
と

ち
ぢ
み
ま
す
が
、
水
は
摂
氏
四
℃
の
と

き
密
度
が
最
少
と
な
り
、
そ
れ
よ
り
下

る
と
膨
張
し
ま
す
。
氷
に
な
る
と
水
の

時
の
大
き
さ
の
十
一
分
の
一
が
増
加
し

ま
す
が
、
こ
の
こ
と
が
原
因
と
な
っ
て

寒
い
冬
に
水
道
管
を
破
裂
さ
せ
私
達
を

困
ら
せ
ま
す
。

し
か
し
こ
う
し
た
性
質
は
、
私
達
人

間
に
と
っ
て
大
変
幸
せ
な
こ
と
な
の
で

す
。
も
し
氷
が
水
よ
り
垂
か
っ
た
ら
氷

は
湖
や
海
の
底
に
沈
み
次
第
に
大
き
く

な
っ
て
最
後
に
地
球
は
氷
の
世
界
に
な

っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。

◎
水
な
し
で

い
く
自
生
き
ら
れ
る
か

生
物
は
水
無
し
で
は
生
き
ら
れ
ま
せ

ん
。
人
間
の
体
の
菟
近
く
は
水
な
の
で

す
。
や
せ
た
人
だ
と
七
〇
％
ぐ
ら
い
、

女
鮭
は
脂
肪
が
多
い
の
で
五
〇
％
台
が

多
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
乎
均
し
て

る
栄
装
分
と
酸
素
を
供
給
し
、
炭
酸
ガ

ス
と
老
廃
物
を
は
こ
ぶ
運
搬
者
の
役
を

し
ま
す
。
関
節
が
き
し
ま
な
い
よ
う

に
、
ま
た
柔
ら
か
い
肉
が
く
っ
つ
か
な

い
よ
う
に
潤
滑
剤
と
し
て
も
働
き
ま

す
。
筋
肉
や
骨
が
柔
軟
牡
を
も
っ
て
い

る
の
も
水
の
お
か
け
で
す
し
、
外
か
ら

の
衝
撃
に
対
し
て
も
ク
ッ
シ
ョ
ン
の
役

を
し
て
体
を
守
り
ま
す
。
し
か
も
体
温

の
調
節
に
水
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
ま

せん。水
が
人
間
に
と
っ
て
い
か
に
大
切
な

水
の
安
定
供
給
の
た
め
露
語
さ
れ

た
遠
賀
川
河
口
堰
。
三
百
十
一
億

円
と
、
多
頼
む
費
用
が
か
か
っ
て

い
ま
す
。

の
か
は
充
分
お
わ
か
り
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
で
は
一
日
ど
れ
ぐ
ら
い

の
水
が
必
要
か
と
い
い
ま
す
と
人
に
よ

っ
て
違
い
が
あ
り
ま
す
が
、
一
日
の
必

要
量
は
二
蔦
か
ら
三
㍍
で
体
に
と
り
入

れ
た
水
の
ほ
ぼ
同
じ
量
が
肺
か
ら
〇
・

五
両
へ
汗
と
し
て
〇
・
五
労
、
残
り
は

大
小
便
と
し
て
排
泄
さ
れ
ま
す
。
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続
遠
賀
町
文
学
散
歩

学
び
や
の
に
は

両
岸
の
美
し
い
茅
花
の
戸
助
川
の
堤

防
を
下
る
。
朝
の
光
が
い
っ
ぱ
い
の
茅

が
光
り
、
流
れ
は
音
も
な
く
海
に
向

ス
ノ
○

時
々
掃
い
羊
鯖
の
穂
が
、
思
い
だ
し

た
よ
う
に
揺
れ
る
。

立
て
て
陸
地
を
造
り
、
今
古
賀
が
で
き

た
の
だ
っ
た
。
初
め
は
今
古
賀
の
こ
と

を
今
陸
（
い
ま
く
が
）
と
言
っ
て
い
た

の
で
、
明
治
の
初
め
小
学
校
が
で
き
た

時
今
陸
小
学
校
と
呼
ん
で
い
た
。

道
端
に
「
今
陸
小
学
校
跡
」
の
標
柱

を
発
見
し
、
い
ろ
い
ろ
近
所
の
人
に
聞

い
て
見
る
と
、
酒
屋
の
納
屋
が
広
く
、

野
茨
の
白
い
花
は
、
緑
の
中
で
純
白

を
ほ
こ
ろ
か
の
よ
う
に
一
面
を
占
め
て

いる。今
古
賀
の
旧
国
道
か
ら
下
流
に
向
っ

て
、
あ
ま
り
軽
や
か
で
も
な
い
足
を
は

こぶ。こ
の
川
は
、
昔
は
遠
賀
川
の
一
つ
で

あ
っ
た
が
、
こ
の
川
の
ほ
と
り
を
埋
め

そ
の
一
部
を
借
り
て
子
供
等
は
勉
強
し

て
い
た
の
だ
と
の
こ
と
。

あ
ま
り
人
に
も
会
わ
ず
用
土
手
は
曲

っ
た
り
く
ね
っ
た
り
し
て
、
や
が
て
緑

光
苑
団
地
の
あ
た
り
に
な
る
。

松
の
元
の
昔
か
ら
の
集
落
の
あ
た
り

で
は
、
川
に
は
多
く
の
革
が
残
り
、
菰

な
ど
も
岸
を
隠
し
て
い
ろ
。
と
き
ど
き

蔑
切
り
の
け
た
た
ま
し
い
声
が
聞
え
る

が
、
姿
は
見
え
な
い
。

県
道
の
下
を
流
れ
て
、
鬼
溝
板
井
手

が
見
え
て
く
る
。
こ
の
あ
た
り
は
複
雑

な
水
路
が
交
錯
し
て
、
ど
の
川
が
ど
こ

に
流
れ
る
の
か
一
寸
見
当
も
つ
か
な
い

よ
う
で
あ
る
。
日
眼
目
の
た
め
か
、
釣

り
人
が
三
々
五
々
、
し
ば
ら
く
立
っ
て

見
て
い
た
が
、
そ
れ
ほ
ど
の
獲
物
は
見

え
な
い
。
そ
れ
で
も
美
し
い
緑
の
中

で
、
輝
く
太
陽
の
下
に
い
ろ
だ
け
で
も

楽
し
さ
が
ひ
ろ
が
り
、
そ
れ
が
健
康
に

つ
な
が
る
の
だ
か
ら
、
羨
ま
し
い
こ
と

で
あ
る
。

板
井
手
は
堰
を
全
部
お
ろ
し
て
、
近

づ
く
農
繁
期
を
待
つ
よ
う
に
見
え
ろ
。

島
田
小
学
校
の
生
垣
に
は
卯
の
花
が

乱
れ
咲
い
て
い
ろ
。
校
門
を
入
る
と
美

し
く
掃
除
さ
れ
た
花
園
に
、
竹
森
啓
祐

さ
ん
の
歌
碑
が
黒
々
と
力
強
く
、
呼
び

か
け
て
く
る
よ
う
で
あ
る
。

永
遠
に
咲
く
や
心
の
花
さ
く
ら

匂
ふ
鬼
門
の
学
び
や
の
に
は

竹
森
さ
ん
の
通
っ
た
鬼
津
小
学
校
は

明
治
の
中
頃
、
広
漠
小
学
校
と
合
併
し

て
島
田
小
学
校
に
な
っ
た
の
で
、
こ
の

学
び
や
の
碑
は
、
後
進
へ
の
は
げ
ま
し

の
心
を
伝
え
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
片
山
花
組
史
）
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▽▽　　▽◎
対揚　　時期
象
者新　　聞　日

12月　一車検受　6
月　児歳央診付月
生（六公　1328）昭　力民13時　日

和月館時10（
57（　30分末
年一　　分（）
10歳∴（14
月　八　　　時

（　カ

▽▽　　▽
料持　　内

参
金品

東和苑595番地の8　　　　　　　　木守572番地

仲　由香利ちゃん　　　白木　孝志くん

（藩莫さんの長女）　（富美李さんの甥）
岡田58年7月10日生　　　　　　昭和50年8月8日生

ハイハイがうれしくて家の中　　はく9カ月で体重は13向。だ

をぐるぐる回るので、お父さん　からみんな「おもだ－い」と言

とお母さんはいつもハラハラし　っては抱っこしてくれないの。

どおしです。天気予報とコーダ　ベビーカーが大好きで、べビー
ルト、おばあちゃんのお部屋が　カーに乗ってお姉ちゃんとお散

大好きな私です。　　　　　　歩に衛くのか大好きです。

容
　
身
体
測
定
、
保
健
指
導
、

診
察
（
内
科
、
歯
科
）

母
子
手
帳
、
検
診
票

無
料

⑰
⑮
㊥
㊥

日
　
本
　
脳
　
炎

▽
期
　
間
　
6
月
3
0
日
（
土
）
ま
で

▽
場
　
所
　
町
内
の
各
医
院
（
青
柳
医

院
、
遠
賀
浅
木
内
科
医
院

橋
本
医
院
、
花
野
医
院
）

▽
時
　
間
　
各
医
院
の
診
横
時
間
内

▽
対
象
者
　
三
歳
以
上
の
人

▽
料
　
金
一
回
に
つ
き
七
百
三
十
円

▽
接
辞
方
法
　
昨
年
受
け
た
人
は
一
回

受
け
て
い
な
い
人
は
二
回

（
一
～
二
週
間
の
間
隔
を

お
く
こ
と
）

▽
持
参
品
　
印
鑑
と
料
金

▽
注
　
意
　
接
種
の
朝
の
体
温
を
測
っ

て
お
く
こ
と
。

中
学
生
以
下
、
生
保
及
び
町
県
民
税

が
均
当
剖
頼
以
下
の
世
帯
の
人
で
竣
種

希
望
者
は
、
役
場
に
印
鑑
を
持
参
し
、

無
料
用
の
問
診
票
を
受
領
の
う
え
、
接

種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

三
　
種
　
混
　
合

（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
百
目
せ
き
・

破
傷
風
）

「
イ
タ
～
イ
ノ
」

B
C
G
予
防
控
麓
に
て

当
一
種
ユ
ズ
一
▲
輸
「
四
囲
n

▽
接
穂
日

▽
時
　
間

▽
場
　
所

▽
対
象
者

o
第
一
期

〇
第
二
期

▽
そ
の
他

▽
持
参
品

6
月
2
9
日
（
金
）

受
付
　
1
3
時
1
0
分
～
1
4
時

接
種
　
1
3
時
0
0
分
～

中
央
公
民
館

生
後
2
4
－
4
8
カ
月
児

第
一
期
終
了
後
1
2
－
1
8

ヵ
月
経
過
の
幼
児

生
後
4
8
カ
月
以
上
の
幼
児

は
二
謡
混
合
（
ジ
フ
テ
リ

ア
・
板
場
風
）
で
実
施
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

母
子
手
帳
、
問
診
票

住
民
結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

6
月
1
8
日
（
月
）

9
時
0
0
分
か
ら
1
0
時
0
0
分

の
聞
に
お
い
で
く
だ
さ
い

役
場
保
健
室

生
後
3
～
6
ヵ
月
児

母
子
手
帳

体
重
、
身
長
等
の
測
定

離
乳
食
等
の
相
談

無
料

結
果
通
知

5
月
1
6
日
か
ら
6
月
2
日
ま
で
に
実

施
し
ま
し
た
検
診
で
、
6
月
2
5
日
ま
で

に
通
知
の
な
い
人
は
異
常
が
あ
り
ま
せ

ん
。
異
常
の
あ
る
人
だ
け
ハ
カ
キ
で
通

知
し
ま
す
。

も
れ
者
検
診

▽
対
象
者
　
5
月
、
6
月
に
地
区
巡
回

で
実
施
し
た
時
に
受
け
て

い
な
い
人

▽
期
　
日
　
6
月
0
0
臼
（
土
）

▽
時
　
間
　
9
時
5
0
分
I
n
時
0
0
分

1
3
時
0
0
分
～
1
5
時
5
0
分

▽
場
　
所
　
公
民
館
別
館

▽
持
参
品
　
役
場
か
ら
通
知
の
ハ
ガ
キ

ま
た
は
受
診
票

要
精
密
者
検
診

▽
期
　
日
　
6
月
5
0
目
（
土
）

▽
場
　
所
　
公
民
館
別
館

▽
時
　
間
　
9
時
0
0
分
－
∴
日
時

▽
持
参
品
　
役
場
か
ら
通
知
の
ハ
ガ
キ

′
妊
旧
編
婦
中
談

▽
期
　
日

▽
時
　
間

▽
場
　
所

▽
対
象
者

▽
持
参
品

▽
内
　
容

▽
料
　
金

6
月
幼
日
（
火
）

9
時
0
0
分
ま
で
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。

役
場
保
健
室

妊
産
婦

印
鑑
（
母
子
手
帳
受
領
者
）

新
生
児
の
扱
い
方
・
入
浴

指
導
・
母
子
手
帳
交
付

無
料
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東和苑の加藤美観さんと

長男・裏－くん
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安

産

と

難

産

㈲

折
尾
田
中
産
婦
人
科
　
田
　
中
　
壮
　
介

前
回
の
話
で
肉
は
優
れ
た
食
品
で
は

あ
る
が
、
少
量
で
充
分
で
、
多
食
し
て

は
い
け
な
い
こ
と
が
分
り
ま
し
た
が
、

野
菜
に
つ
い
て
は
ど
う
で
す
か
。

雷
野
菜
の
中
の
葉
緑
素
が
人
体
の
生

命
に
は
絶
対
に
必
要
な
こ
と
は
ご
存
じ

と
思
い
ま
す
が
、
に
ん
じ
ん
、
ゴ
ボ

ウ
、
大
根
等
の
有
色
野
菜
あ
る
い
は
海

藻
に
は
雷
野
菜
に
な
い
栄
楽
累
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
野
菜
や
海
藻
の

．
す
じ
◆
や
．
せ
ん
い
．
は
消
化
が
悪

く
て
便
通
を
整
え
る
作
用
し
か
知
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、
最
近
の
研
究
で
、
か

な
り
の
栄
誌
素
の
あ
る
こ
と
が
分
り
ま

した。昔
か
ら
「
海
の
幸
山
の
幸
」
と
い
う

言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
寄
寓
の
自
然
食

品
と
い
う
こ
と
で
す
あ
。

ソ
ウ
デ
ス
。
人
間
環
魂
の
中
に
は
、

造
化
の
柏
か
ら
人

間
生
活
に
必
要
な

食
物
が
授
け
ら
れ

て
い
て
、
何
一
つ

捨
て
ろ
も
の
は
あ

り
ま
せ
ん
。

で
は
、
妊
産
婦

が
肥
満
症
に
な
ら

な
い
よ
う
に
は
、

ど
ん
な
食
べ
方
を

す
れ
ば
よ
い
の
で

すか。米
や
麦
（
パ
ン
）
、
め
ん
類
、
イ
モ

類
な
ど
の
主
食
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し

て
必
要
で
す
が
、
こ
れ
ら
を
あ
ま
り
た

く
さ
ん
食
べ
る
と
、
妊
娠
中
に
太
り
す

ぎ
ろ
も
と
に
な
り
ま
す
か
ら
、
ふ
だ
ん

と
同
じ
量
で
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
。

ビ
タ
ミ
ン
類
や
無
機
塩
類
（
ミ
ネ
ラ

ル
）
、
脂
肪
、
蛋
白

質
等
は
非
妊
時
に

比
べ
て
多
く
と
ら

ね
は
な
り
ま
せ
ん

か
た
だ
、
た
く
さ

ん
食
べ
れ
ば
よ
い

と
い
う
わ
け
で
は

な
く
、
質
の
よ
い

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
食
謡
を
と
る
よ

う
心
か
け
て
く
だ

さ
い
。
（
つ
づ
く
）



第340号　　　　　　　　　　　　　鰯筋め彿（10）

6月下期の遠賀町主要行事

日 �im �行　　事　　内　　容 �時　間l実施会掲 ��担当係名 � �詳　細 

！ 30 �！ 土 �日本脳炎予防接種1 �各閥の診離間内　匡衛生係 ���3歳以上の希望者 �8ページ 

（ 16 �（ 土 �軟式庭球大会出場 申込み∴締切日 �・一17：0 �申込先 勤労者体育 センター �体　育　係 � � 

18 �月 �乳　　児　　相　　談 � �役場保健室 �保健衛生係 �生後7－12カ月児 �8ページ 

20 �水 �老　人　大　学　院 �10：00－15車搬錦上会教育係上大学院生 ���� 
中央公民館年会教育係十ランティア・スクール生 ��� 

22 �金 �消　費　生　活　相　談 �13：30－16車民鰍臆上薬係車生活全般について ����7ページ 

22 （ 28 �全 く 木 �三種混合予防接種 申　込　み　受　付 �8：30－17直弼引保鮪生係匡鯵のこと ����8ページ 

23 �土 �申　込　み　締　切　日 �1 　－17：00 �申込先 勤労者体育 センター �体　育∴係 �1 1大会は7月8日（日） i � 

23 �土 �ジュニア．リーダー　123日13：00－独白16：00 ���社会舗係国会役員、育成会員 �� 

24 �日 �キャンプ研修会）　英産山キャンプ拐 

24 �日 i �卓　球　大　会19：00－ 　　　i ��輔学籍車高係匡みは6月16日までに ���4ページ 
9：00－ �騨警引体育係 ��申込みは6月18日までに �4ページ 

25 �月 �心　配　こ　と　相　談 �】 �公民館別館 �　i 福祉係上組が相談に応じます ��7ページ 

i 26半 ��妊　　婦　　相　　談 �　l 9：301 　1 �役場保健室 �保健衛生係 �妊産婦 �1 8ページ 

27 �水 �民生児塞委員会 �9；30－ �役　掘 第2会議室 �福　祉　係 � � 

ボランティア・スクール⑤ �19‥00－21車難民館 ��社会教育係上ランティア・スクール生 �� 

十 �� �13江0－14中央公輔 ��鯛衛生係十韻6九月－1麓狩カ月児 ��8ページ 壷ン着日曇大会中－ ��警響雪上会締係 �� � 

29 �金 � � �中央公民館 �保健衛生係 �申込者のみ �8ページ 

30　日 ��繕核レントゲン検診 裏梅∴密者検診 �9：30－11：生民館別館l稲生係車乗通知が届いた人のみ ����8ページ 
十∴寸∵∴∵∴∴ ���8ページ 

14：00－ �言可素係匡少輔脚民会離 ��� 

継奔命場引　－17誹勢、雪 ���体　育　係 �I i大会は7月15日（日） l �－ 

＝＝わ　ら　灰の必要な方は　ど　う　ぞ＝＝

北九州製畳協同組合では、古畳やわらくずを焼いたあとのわら灰を差し上げています。
＞連絡先　北九州製昼協同組合　遠賀町今古賀　舘（293）0141


